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 4　 日本の平均寿命の伸びは著しい。平均寿命（女性）は戦前においては 40歳代であり、戦後でも 1960年で
70歳、そして 2011年では 86歳に達している。
 5　 戦後の高校や大学への進学率の高まりも注目に値する。高校への進学率は、男女差はあるものの、1950年
代初頭では 4割強であったが、その後、急伸し 70年代央に 9割を越え、徐々に現在の水準である 98％に
近づいてきた。大学（と短大の合計）への進学率は、高校のそれを追うように伸張した。男女差は高校の

























年 第 1期人口 第 2期人口 第 3期人口
1950 ［～16歳］ 39.5％ ［17～60歳］ 50.2％ ［61歳～］ 10.3％
1970 ［～18歳］ 30.7％ ［19～63歳］ 61.6％ ［64歳～］ 7.7％
1990 ［～20歳］ 27.8％ ［21～68歳］ 63.3％ ［69歳～］ 8.6％
2000 ［～20歳］ 21.7％ ［21～70歳］ 67.4％ ［71歳～］ 10.7％
2005 ［～21歳］ 21.1％ ［22～71歳］ 66.4％ ［72歳～］ 12.1％
資料） 総務庁『国勢調査報告』、総務庁『推計人口』、厚生省労働『生命表』、文部科学省『文部統計要覧』
 6　 本表の作成方法を示そう。たとえば、高校進学率が 100％で四年制大学の進学率が 50％だとすると（短大や
専門学校、大学院などのそれはとりあえず除外するとする）、同世代人口の半分は 18歳から職に就き、他の
半分は 22歳で就業することになるので、同世代の人口全体としては 20歳までは就労していないと見なすこ
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